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 平成２４年度 宍道湖浄化事業工事箇所  
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布志名地区 浅場改善計画 
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（1）現況状況 

    当地区は平成21年度に浅場造成工事が行われている。平成21年の工事後の横断図と平成23年8月の深 

   浅測量の横断図とを対比した結果、工事区間（測点NO,24～NO,40）でV=1,762m3の流出が確認された。 

 施工時の覆砂量がV=3,400m3であることから、約52%が流出したことになる。 

（2）消波工構造 

  消波工は規則的に開口部を設けた（天端高を下げた）不連続堤である。 

   L=8ｍ：天端高T.P.+0.00 

   L=4ｍ：天端高T.P.-0.50 写真1 測点NO,38付近 

写真2 測点NO,40+80付近 
６ 



（3）流砂原因の推定 

 浅場造成の計画諸元の多くは工事済の施工実績から決まっているため、当現場の 特有条
件である下記2項目が流砂原因と仮定し、設計値の確認を行った。 

      a)設計波 

      b)消波工の配置（離岸堤の指針に準拠した不連続堤であること） 

（4）対策 

  前記の結果より、対策は「消波工の配置の改善（連続 堤
にすること）」とする。 
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図4 当現場の流況を推定したイメージ 

（消波工の配置：検討①） 項目 検討内容と結果 判定 

設 

計 

波 

検
討
① 

内
容 

既往設計は平成19年度までの風速データであり、平成23年度まで
のデータにて設計値の確認を行った。  

× 
結
果 

1年確率波は既往設計より小さく、15年最大波は既往設計と同じ
値となった。（Ｈ0=0.83（西北西））  

検
討
② 

内
容 

既往設計で検討している方向（西北西・北西・北北西・北）に加
えて「西方向」からの波高を検討した。  

× 
結
果 

最大波高は、検討①で行った主方向（西北西）の波高に概ね等し
い結果となった。Ｈ0=0.84≒0.83（西北西）  

検
討
③ 

内
容 

施工後の最大風速（V=15.8m/s）と最大吹風距離（L=15.55km）の
組合せにおける波高を算定した。  

× 
結
果 

設計波高は「Ｈ0=0.92m」消波工天端高は「T.P-0.16」以上とな
り、既往設計「T.P-0.14」と概ね等しい結果となった。  

消
波
工
の
配
置 

検
討
① 

内
容 

消波工の配置（堤長及び開口幅）について「潜堤（人工リー
フ）」の指針より流況を検討した。  

○ 
結
果 

現在の配置では、2基のリーフで1対の循環流が生じる流況「堆積
が最も難しい流況になっている」と推定される。  

検
討
② 

内
容 

消波工の不連続堤について、「潜堤（人工リーフ）」の指針より
波高伝達率を検討した。  

○ 
結
果 

現在の条件では算定図表の適用範囲外である。よって、当構造で
「波高伝播率ＫT＝0.62」を満足できる確証がない。  

表1 流砂原因の推定結果 
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 平成２４年度 中海浄化事業工事箇所  
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標 準 横 断 図【大崎２地区】（平成２５年３月施工完了予定） 
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覆砂（石炭灰造粒物） 

H.W.L 

T.P-1.２m 

初期状態 

40時間後形状 

砂・石炭灰造粒物混合箇所 

模型実験の結果 

石炭灰造粒物 山砂＋石炭灰造粒物 山砂 
砂が石炭灰造粒物の上に被さ
り、表面上には見られなかった。 

石炭灰造粒物 

山砂 



錦浜地区 
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標 準 横 断 図【錦浜地区：浅場造成】（平成２５年３月施工完了予定） 
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標 準 横 断 図【錦浜地区：覆砂】（平成２４年７月施工完了） 

覆 砂（ｔ＝２０ｃｍ程度）（石炭灰造粒物） 

５００ｍ程度 
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